
 

ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造柱試験体の耐火実験 
（その２ 軸方向変位および部材温度測定結果） 
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載荷加熱実験 爆裂 部材温度 

1. はじめに いずれの試験体とも加熱開始から加熱に伴う熱膨張によ

り伸び変形を示し、No.1 試験体では約 60 分、No.2 試験体

では約 100 分で最大伸びとなった。その後、部材の温度上

昇に伴う軸剛性の低下により、軸方向変位は収縮方向へと

本報（その２）では、ポリマーセメントモルタル（以下、

PCM）を用いて補修施工した鉄筋コンクリート造柱の載荷

加熱実験から得られた実験結果の内、軸方向変位および部

材温度に関して報告する。 
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図 1 軸方向変位の経時変化 

2. 実験結果 
表１に軸方向変位および部材温度測定結果の一覧を示す。 
軸方向変位は、試験装置の下部に取り付けた２台の変位

計（東西側に設置）を用いて加力ジャッキのストロークを

計測し、その平均値を示した。部材温度は、試験体各面の

辺央部分に取り付けた熱電対の測定結果を示した。尚、コ

ンクリート温度は試験体の表面から 10mm の深さの部分の

温度を示してある。 
2.1 軸方向変位 
図１に No.1 および No.2 試験体の軸方向変位の経時変化

を示す。 
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表 1 軸方向変位および部材温度測定結果一覧 
軸方向変位平均値 

(mm) 
[伸び+,縮み-] 

コンクリート温度：（℃）

上段：熱電対記号 
中段：180 分時 
下段：最高温度 

主筋温度：（℃）

上段：熱電対記号

中段：180 分時 
下段：最高温度

帯筋温度：（℃） 
上段：熱電対記号 
中段：180 分時 
下段：最高温度 

中心温度：（℃）

上段：熱電対記号

中段：180 分時 
下段：最高温度 

試 
験 
体 最大 

伸び 
載荷 
終了時 

施 
工 
面 

コンク 
リート 
かぶり 
厚さ 
(mm) 

PCM 
補修 
厚さ 

(mm） 
A 断面 B 断面 A 断面 B 断面 A 断面 B 断面 A 断面 B 断面

南 0 30 
C3 
854 
921 

C3 
751 
881 

R2 
366 
578 

R2 
362 
572 

H4 
495 
709 

H4 
358 
556 

西 20 10 
C4 
966 

1072 

C4 
832 
945 

R3 
484 
1373 

R3 
474 
1373 

H6 
681 

1372 

H6 
579 
794 

北 80 － 
C5 
797 
959 

C5 
857 
1001 

R4 
130 
421 

R4 
143 
419 

H8 
167 
442 

H8 
190 
448 

No.1 0.7 -18.5 

東 60 － 
C1 

1102 
1175 

C1 
906 
1039 

R1 
401 
583 

R1 
288 
471 

H2 
476 
660 

H2 
356 
536 

C7 
115 
393 

C7 
106 
381 

南 0 20 
C3 
687 
858 

C3 
1021 
1068 

R2 
488 
670 

R2 
466 
645 

H4 
607 
786 

H4 
555 
737 

西 20 10 
C4 
794 
931 

C4 
755 
915 

R3 
422 
590 

R3 
448 
633 

H6 
538 
706 

H6 
525 
712 

北 80 10 
C5 
583 
712 

C5 
593 
750 

R4 
104 
372 

R4 
119 
362 

H8 
148 
395 

H8 
125 
374 

No.2 1.7 -14.2 

東 60 10 
C1 
523 
750 

C1 
649 
889 

R1 
176 
399 

R1 
207 
404 

H2 
314 
512 

H2 
291 
484 

C7 
105 
364 

C7 
117 
354 
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3. まとめ 転じた。また、いずれの試験体とも、加熱初期から西側の

変位と比較して東側の変位の方が大きな伸びを示している

が、収縮過程においてその差が広がることなく推移してい

る。従って、本実験における配筋の偏心の影響はほとんど

なかったものと推測される。いずれの試験体とも、加熱中

および冷却過程において急激な軸変形はなく、載荷を終了

する時間（加熱開始 12 時間）まで軸力を保持し続けた。 

PCMを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造柱の載荷

加熱実験から以下のことが分かった。 
①断面 500×500mm の RC 柱で鉄筋が偏芯していても、 

PCM でかぶり補修を行えば、12 時間（加熱 5 時間＋放

冷 7 時間、この間載荷を継続）の軸力保持性能を有する。 
②本実験の範囲では、試験体の高さ方向には温度差は生じ

なかった。また、主筋および帯筋の受熱温度は、PCM 層

に爆裂・剥落が生じなければ、コンクリートの場合と同

様に、試験体表面から距離に依存し、PCM 層はコンクリ

ートとほぼ同等の断熱性状を示す。 

2.2 部材温度 
図２に No.1 および No.2 試験体の部材温度履歴を示す。 
No.1 試験体の東面（無補修：コンクリートかぶり厚さ

60mm 面）は、コンクリート、主筋および帯筋の温度が B
断面と比較して A 断面の方が高くなっている。これは、東

面の柱高さ方向の中央付近で爆裂を生じたためである。ま

た、No.2 試験体の南面（PCM 層厚 20mm 面）のコンクリ

ート温度がB断面と比較してA断面の方が高くなっている。

これは、南面の柱高さ方向の中央付近にひび割れが発生し

たためと考えられる（本報その１：写真１参照）。それ以

外の面では、いずれの試験体とも A 断面と B 断面の温度履

歴はほぼ同じであった。 
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図３ 主筋および帯筋の受熱温度と試験体表面からの距離の関係

図３に試験体表面からの深さと主筋および帯筋の受熱温

度の関係を示す。横軸の試験体表面からの深さは、コンク

リートのかぶり厚さと PCM 層の厚さの和として示した。 
この図から、主筋と帯筋の受熱温度は表面からの深さに

依存しており、コンクリートと PCM の差はほとんど見ら

れない。 
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図２ 部材温度履歴 
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